
宮古島市総合博物館紀要 第 26号（2022） 

233 

 

伊良部島入江水道マングローブ域におけるキバウミニナ 

(軟体動物門: 腹足綱: キバウミニナ科) の生息状況 

 

Habitat records of Terebralia palustris (Linnaeus, 1767) (Mollusca: Gastropoda: 

Potamididae) in Irie-suido mangrove swamp, Irabu Island, Ryukyu Islands, Japan 

 

藤田 喜久 

Yoshihisa Fujita 

 

〒903-8602 沖縄県那覇市首里当蔵 1-4 沖縄県立芸術大学 (e-mail: fujitayo@okigei.ac.jp) 

Okinawa Prefectural University of Arts, 1-4 Shuri-Tounokura, Naha, Okinawa 903-0802, Japan (e-mail: 

fujitayo@okigei.ac.jp) 

 

Abstract. The current habitat of the potamidid gastropod Terebralia palustris (Linnaeus, 1767) in the Irie-Suido 

mangrove swamp of Irabu Island, Ryukyu Islands, Japan, is recorded. Terebralia palustris in Irabu Island occurs 

only in very limited areas of the Irie-Suido, and the population of the gastropod is likely to have been introduced 

by the artificial planting of the mangrove trees (Rhizophora stylosa) there from other island(s) of the Ryukyus. 

 

 

 

はじめに 

キバウミニナ Terebralia palustris (Linnaeus, 

1767) (軟体動物門: 腹足綱: キバウミニナ科) 

は, 殻長 100 mm を超える大型の巻貝の一種で, 

インド-西太平洋域に広く分布し, 主にマング

ローブ域に生息している (久保･黒住, 1995; 波

部, 1998). 本種の国内における分布は, 従来, 

西表島と小浜島のマングローブ域に自然分布す

るとされていたが (西平, 1975), 近年, 石垣島

の名蔵アンパル湿地, 宮良川河口域, 川平湾, 

吹通川河口域, 西浜川河口域, そして宮古島の

島尻マングローブ林において見つかるようにな

り, 人為による移入および移入個体群の定着が

指摘されている (小菅, 2005, 2006, 2016, 2021; 

藤田･久保, 2013). また, 沖縄島でも 1996 年に

大宜味村の田嘉里川河口にて, 2009 年に那覇市

漫湖にて, それぞれ人為的に放流された個体が

一時的に確認されている (久保, 2006, 2012). 

近年, 伊良部島と下地島の入江水道において, 

キバウニミナが報告された (久保, 2019: 国仲

水路と示してある) が, 生息状況などの詳細に

ついては不明である. 著者は 2021 年 12 月, 伊

良部島「蟹蔵」の吉浜祟浩氏のご厚意により, 入

江水道におけるキバウミニナの生息状況につい

て調査する機会を得たので報告する．  

 

材料と方法 

入江水道におけるキバウミニナの生息状況調

査は, 2021 年 12 月 22〜24 日の期間において, 10

地点で実施した (図 1). 各調査地点では, 干潟

およびマングローブ林内を踏査し, キバウミニ

ナの生息の有無を記録した. キバウミニナの生

息が確認された地点では, 50cm×50cm の方形

枠を任意に10ヶ所置き, その方形枠内の最大個
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体数を記録した. また, 40 個体のキバウミニナ

を採集し (踏査時に確認した最大および最小個

体を含む), 電子ノギスを用いて殻長を計測し

た. 採集したキバウミニナの一部は, 証拠標本

として 70%エタノールにて保存し, 宮古島市総

合博物館に収蔵した [標本登録番号 N8-21-001: 

6 個体 (殻長 22.7–121.7 mm), 2021 年 12 月 23

日，藤田喜久採集]．また, 将来的な遺伝学的研

究に供するため, 30 個体分の体組織を 99%エタ

ノールにて保存した. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．伊良部島入江水道とキバウミニナの調査地点.  

Fig. 1. Map showing study site of the Irie-Suido mangrove swamp, Irabu Island.  
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結果と考察 

本研究において調査を実施した 10 調査地点

のうち, キバウミニナは１箇所 (図 1 の d 地点: 

24°49'53.5"N, 125°09'35.8"E 付近) のマングロ

ーブ林内でのみ生息が確認できた. 生息場所は, 

ほぼヤエヤマヒルギ  Rhizophora stylosa Griff. 

で構成される小規模林で, ごく僅かにメヒルギ

Kandelia obovata Sheue, H.Y.Liu and J.W.H.Yong

が生育していた . 林内には小水路があり (図

2B), キバウミニナは主に小水路の周辺に多数

生息していた. 特にヤエヤマヒルギの根本部に

は, 密集する多数個体を確認できた  (50cm×

50cmの方形枠における個体数は23–40個体) (図

2C, D). 本研究で採集したキバウミニナの体サ

イズ (殻長) は 22.0–121.7 mmであった. 採集さ

れた標本の中には, 殻口が肥厚した成貝が含ま

れており (図 2A), 成貝 12 個体を計測したとこ

ろ 81.0–121.7 mm であった. 一方, 殻口が肥厚

しない亜成貝の最大サイズは 115.9 mm に達し

ており, 成貝よりも体サイズが大きな個体を複

数確認できた. また, 今回の調査で確認できた

最小個体(標本は未登録) は 22.0 mm であった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．入江水道で確認されたキバウミニナ. A, 様々なサイズの個体; B, 生息地の様子; C, ヤエヤマヒ

ルギの根元で群生する様子; D, ヤエヤマヒルギの落葉を食べるキバウミニナ. 

Fig. 2. Terebralia palustris (Linnaeus, 1767) observed from the Irie-Suido mangrove swamp, Irabu Island. A, T. 

palustris of various sizes ranging from SL 22.0 mm to 121.7 mm; B, habitat of T. palustris; C, assemblage of 

T. palustris around prop roots of Rhizophora stylosa Griff.; D, T. palustris eating fallen leaves of R. stylosa.  
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本種は, 殻長 30–40 mm の個体が着底後約 1 年, 

殻長 70–80 mm の個体が着底後 2 年, 殻長 100–

120 mm の個体が着底後 3 年を経過していると

されており, 3–4 年で成貝になると考えられて

いる (西平, 1983). これに従うと, 入江水道の

本種個体群には, 少なくとも 2021 年 12 月の時

点において, 着底後１年未満の個体から３年を

経過した成貝までが含まれていることになる.  

藤田･久保 (2013) は, 宮古島の島尻マングロ

ーブ域で記録されたキバウミニナは, 1) 過去に

同マングローブ域において詳細な調査があった 

(諸喜田ら, 2001) にも関わらず, 2012 年まで見

つかっていなかったことや, 2) 人為的影響を受

け易い場所の極めて限られた範囲でのみ見つか

ることなどの理由から, 宮古島以外の島から人

為的に持ち込まれた可能性が高いと推察してい

る. 宮古島では, 古くからマングローブ植物の

植樹が行われており, 特に宮古島下地の川満マ

ングローブ域ではヤエヤマヒルギを八重山諸島

より当地へ移植したことが報告されている (中

須賀, 1976). 入江水道のキバウミニナ個体群に

ついても, 極めて限られた場所のみに生息して

いることや, 今回のキバウミニナの生息地には

少なくとも 1994 年時点まではヤエヤマヒルギ

群落が見られず (国土地理院, 1994; 吉浜, 私

信), おそらくその後の植樹により構成された

群落であることなどから, 当地のキバウミニナ

はその植樹に伴う移入の可能性が高いと考えら

れる. 今後, さらなる聞き取り調査や過去の植

樹記録, 沖縄県下の各生息域を対象としたキバ

ウミニナの集団遺伝学的研究などを進め, 以上

の移入過程とその正否について検証する必要が

ある. また, 久保 (2019) は「国仲水路 (詳細地

は不明)」におけるキバウミニナの卵嚢を図示し

ており, 本種が入江水道にて繁殖していること

を示しているが, 本種は浮遊幼生を有するため 

(両角ら, 2012), 周辺のマングローブ環境に生息

域が拡大する可能性も考えられる. 本種は, マ

ングローブ植物の落葉を直接摂食するため (西

平, 1983) (図 2D), 仮に人為的な移動がなされた

場合には在来の生態系に影響を及ぼす懸念も指

摘されており (久保, 2012, 2019), 今後も, 当該

地域における本種の生息状況について継続して

注視してゆく必要がある. 
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